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研究成果の概要（和文）： 
諸科学が提示するグローバルな認識、イメジと、地域研究で集積されるミクロな情報とのギ

ャップを埋め、両者を統一的に理解してく道筋の一つとして、可変的なスケールをもつ『仮想
地球空間』を想定し、地域情報をインタラクティブに集積していくツールの開発と、データ集
積を行なった。地域研究が提示する地域のメッセージを、地点情報、主題図の形で地球上に貼
り付けていくことによって、地球を多様な世界観からなる地域のモザイクとして描き出し、グ
ローバルな認識と接合させる道が開かれた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In order to bridge the gaps between global scientific perspectives and local or regional 
information, several tools in "virtual earth" spheres with variable scales to accumulate 
area information interactively were created.  This provided a way to visualize links 
between local or regional areas of the world with specific characteristics and 
global-scales issues. 
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１．研究開始当初の背景 
 現在、地球観測網の整備、グーグルアース
の普及などによって、様々な地球・地域情報
が集まるようになったが、地域研究の分野で
は、これらのツールを利用しながら、地球像、

地域像を統一的に描き出すことには成功し
ておらず、地域情報学、文献学の立場からデ
ータベースの共有化、システム構築の試みが
みられるにとどまっている。一方、各専門分
野からは主題に応じた数々のグローバル像
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が提出されているが、これらは現在、相互の
連関に欠け、真の意味での文理融合が実現し
ていない。このことは、学問の成果を簡潔に
社会へ還元する際の大きな妨げとなってい
る。その原因は、一般市民の経験とも共通す
る地域研究者の“等身大”の経験を、より広
いグローバルな認識と結びつけていく回路
が欠けていることにあり、地域研究者が使用
し、フィールドの認識を拡大することができ
るようなツールの開発と、データの集積が望
まれる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、全地球的な諸科学の成果と、ミ
クロな地域データとを統一的に結合するこ
とによって個別地域の理解を深め、かつ人と
自然の交渉史に関する枠組みを提出するこ
と（『仮想地球空間』の創出）によって、地
球上の地域は、自然史と人類史の結合から成
り立っているという認識を深め、地域を多様
な世界観からなるモザイクとして描き出す
ことを目的とする。 
  
３．研究の方法 
 上記の目的を達成する手段として、以下の
アプローチと活動を行なった。 
(1)『仮想地球』研究会を研究分担者、研究
科大学院生有志とともに組織し、文理融合の
観点から第１線で活躍する研究者を招いて、
研究会をおこない、その情報を集積する。 
(2)地域研究者が地域のメッセージを集積、
公開し、グローバルな認識へと結び付けるこ
とができるようなシステムを開発する。 
(3)上記のシステムを活用してメッセージ性
をもった地域情報の提出を行なうと同時に、
相互関連づけによる新たな認識への道を探
る。 
 
４．研究成果 
(1)3 年間に、10 回の『仮想地球』研究会を
行なった。その概要は、研究成果報告書、第
3 章にまとめられた。また、研究会をベース
にして異なった視点から「仮想地球論」が、
展開された（報告書、１、2章）。『仮想地球』
という大きな枠組みに対して抱く研究者の
イメージには大きな隔たりがみられ、主要な
論点の違いは、仮想（バーチャル）空間に、
人間の精神作用の投影をみる視点（中沢新一
論文、姫田忠義論文、新井一寛論文、宗教的
地球観会議など）と、現実の地理的情報を反
映させていく視点（稲井、平井論文）が混在
しており、主として前者は、人文系からの視
点、後者は自然系からの視点であった。人々
の描く地域像、地球像とは客観的なものでは
ありえない。本研究は、それを「モザイク」
として描き出すことを意図してきたが、『仮
想地球』とは、主観と客観の織りなす空間、

ローカルとグローバルな認識をつなぐ空間
として今後も展開される必要性のあること
が論じられた（荒木論文）。 
(2)地域のメッセージを表現する方法として、
以下の 3つのシステムが開発され、ウェブ上
に公開された。（ http://virtual-earth. 
asafas.kyoto-u.ac.jp/） ①クリッカブルマ
ップ：HTML のツールであるクリッカブルマッ
プを利用して、個々の研究者が述べられる主
題に関する地図を掲載し、そこに地点情報を
埋め込むことによってメッセージの一貫性
と、地点情報の規格化を図った。②グーグル
アースメッセージ： KML 言語で書かれたプロ
グラムによって、地図、地点情報をグーグル
アースビュアに貼り付けるツールである。閲
覧者は、グーグルアース上に公開されている
任意の情報と、相互参照することが可能とな
る。③地点情報システム：これは以上で作成
された地点情報をすべて集積させたもので
ある。全球をカバーする 3段階の縮尺の主題
図を背景として、地点情報が公開された。
(http://virtual-earth.asafas.kyoto-u.ac
.jp/database/index.html). 地点情報は、写
真と記載情報が「別窓」に示され、関連情報
とリンクが張られている。世界版と日本版に
わかれ現在、それぞれ約 1700 点、250 点の地
点情報が集積されている。これらの中には、
高谷好一（京都大学名誉教授）フィールドノ
ート、山田勇（京都大学名誉教授）世界生態
資源紀行、姫田忠義（民俗映画監督）地図、
朝日新聞社「日本の里 100 選」などが含まれ
ている。 
(3)これらの成果をふまえて、今後の展開形
としては、①「主観」と「客観」の交差する
場としての『仮想地球空間』の、より現実的
な具象化の方法をさぐること、②本研究で開
発されたシステムを用いて、ローカルな認識
とグローバルな認識のギャップを埋め、一貫
性のある空間認識への道筋を示すこと、③自
然に対する、文系的な「主観的」認識と、理
系的な「客観的」の認識の違いは思いのほか
大きく、これが真の文理融合を阻んでいる原
因であると考えられる。人類の文明とても、
自然の中の進化プロセスの一部として地球
環境史の中に位置づけていくことが、この問
題を解決する道であり、そのために『仮想地
球』のコンセプトを利用していく可能性が示
された。 
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